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【【【【はじめにはじめにはじめにはじめに】】】】    

農作業の省力化や農作物の安定供給のために必要不可欠である農薬は、一方で環境問題、食品の残

留農薬問題と深く関連し、農薬散布に対する人々の関心は高まっている。近年では、有機リン系農薬

による健康影響を懸念して、群馬県が無人ヘリコプターによる空中散布の自粛を決めるなどの動きも

出てきており社会的にも注目を集めている。 

当センターでは、従来から公共用水域における農薬調査や、環境省の委託を受けて水田地域におけ

る農薬残留対策総合調査を実施し河川水中での農薬濃度を測定している 1)，2)。我々は、これらの調査

の中で、水田地域で使用されている農薬と河川水中での濃度変動が密接に関連していることを既報 1)，

2)で指摘した。本報では、対象媒体をさらに大気にも広げ、水稲栽培時の農薬空中散布における環境中

農薬の挙動について、大気、水質両面から調査した結果を報告する。 

 

【【【【方法方法方法方法】】】】    

調査対象地域は、兵庫県中央部に位置する多可郡多可町多田地区の水田地域（水稲作付面積；約 3781

ａ）とした。水試料の採取地点は加古川の支流の杉原川とその支流の多田川とし、調査地区の概要を

Fig.1.に示す。大気及び水質詳細調査は、コシヒカリと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

流速約２L/min に調整しサンプリングを行った。 

 大気の採取は、約 1 時間ごとに捕集量 0.1～0.2m3をコシヒカリの空中散布開始 1時間前から、散布

中 30分を含む合計 4時間行った。大気の採取は、約 1 時間ごとに捕集量 0.1～0.2m3をコシヒカリの

空中散布開始 1時間前から、散布中 30分を含む合計 4時間行った。大気の採取は、約 1 時間ごとに捕

集量 0.1～0.2m3をコシヒカリの空中散布開始 1時間前から、散布中 30分を含む合計 4時間行った。 

大気採取地点は、約 20ａの水田に沿った畦道に２点（Air1,Air2）を設定した。両地点間は約 100m

離れ、空中散布は Air1側から Air2方向へと実施された。 
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Fig.1. Sampling sites of river water 

酒米の山田錦の殺虫剤、殺菌剤の空中散布が実施

された 2006 年 7 月 26 日に行い、その前後の 7 月

24 日～27日については河川水試料（G，I，T，K）

4 地点のみ採取した。空中散布された薬剤及び推

定散布量などを Table1.に示す。調査対象農薬は、

殺虫剤 3 種、殺菌剤 2 種の計 5成分とした。 

河川水質試料の分析は既報 1)に準じた。大気試

料の採取、及び前処理は、Sep-Pak PS-2 をジクロ

ロメタン 10mL でコンディショニングした後、 
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【【【【結果結果結果結果とととと考察考察考察考察】】】】    

調査対象とした５成分の農薬のうち、大気採取の 2 地点いずれにおいても、コシヒカリに散布され

た殺虫剤のシラフルオフェンと殺菌剤のフサライドの２種が検出された。それらの大気中濃度及びカ

ートリッジへの吸着量を 

Fig.2.に示す。 

大気濃度は、両地点とも 

散布中に最高値を示した。 

シラフルオフェンは散布中 

のみ検出されたのに対し、 

フサライドは散布 2時間後 

まで漸減しながら検出され 

た。一方、多田地区内の 

水路(S)→寺前橋(M）→学校裏 

橋(G)の水試料からは、５成分 

の農薬のうち Fig.3 に示す 4 成 

分が検出された。これは、コシ 

ヒカリの空中散布 2時間程前に 

山田錦に散布された殺虫殺菌剤 

の成分が検出されたためと考え 

られる。同様に含有されている 

テブフェノジドが検出されなか 

ったのは、検出機器の感度の違 

いか環境中で低濃度であったの 

か、原因は不明である。 

シラフルオフェンとフサライ 

ドは、下流の G地点で検出時 

間が遅れた。またシラフルオフェ 

ンは、大気試料と比較して水試料での 

検出時間が長くなることが観測された。このことは採取場所での存在形態の差異によるものと考えら

れた。即ち、大気試料から検出された農薬は、散布中のみ高濃度で浮遊後、周辺に拡散、地上作物に

吸着された後は検出されなくなるのに対し、水試料に存在する農薬は、空中散布時に水田脇の水路上

へ落下したものが、水路を経て下流部の河川へ希釈されながら、徐々に流下していくことにより、地

域全体に散布されたものが全て流れ出るまで長期間検出されることによるものと推察される。 

    

【【【【結論結論結論結論】】】】    

 水稲栽培の空中散布時における大気、水質両面から農薬の挙動について調査を実施したところ、農

薬の検出結果に差異がみられた。大気試料は散布されている時間帯のみ高濃度値が検出されたのに対

し、水質試料は散布後時間が経過しても長時間にわたり、農薬の検出が継続していた。 
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Fig.3. River water concentration of pesticides during aerial application 

  

Fig.2.　Ambient air concentration and adsorbed amount of pesticides during aerial application
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図図図図ややややグラフグラフグラフグラフをををを、、、、カラーカラーカラーカラーでででで作成作成作成作成

したものをしたものをしたものをしたものを送送送送っていただいてっていただいてっていただいてっていただいて

もももも構構構構いませんがいませんがいませんがいませんが、、、、最終的最終的最終的最終的にはにはにはには

白黒白黒白黒白黒でででで印刷印刷印刷印刷しますのでしますのでしますのでしますので、、、、白黒白黒白黒白黒

でででで印刷印刷印刷印刷してもしてもしてもしても問題問題問題問題ないかないかないかないか事前事前事前事前

にににに確認確認確認確認してしてしてしてくださいくださいくださいください    
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